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な
総

縁
保
育
閣
は
、
昨
年
八
月
に
改
築
工
~
殺
を
間
開
始
後
、
チ
州
代
滋
公
開
問

内
の
プ
レ
ハ
プ
施
設

刊
川
誕
丹
、
‘
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，

て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
三
月
に
こ
の
保
育
園
が
完
成
し
、
チ
ピ
ヴ
子
た
ち
が
、
元
気

同
開
併
に
ヱ
ホ
へ
が
こ
ら
さ
れ
、
柏
村
に
、
，
一
階
に
は
、
閉
山
崎
減
免
と
五
時
域

に
楽
し
く
保
育
を
受
け
て
い
ま
す

見
の
年
長
め
幼
児
を
絞
容
し
、
必
作
品
吊
照
ス
ベ
り
お
や
階
段
を
設
け
、

非
常
時
に
そ
な
え
、
乳
児
宗
を
一
階
に
設
置
す
る
と
い
う
新
し
い

』
の
施
設
は
、
工
事

費
約
七
千
万
円

こ
こ
ろ
み
が
実
茨
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
遊
戯
室
を
」
室
設
け
た
の
も
公
立
の
保
育
問
問
で
は

ぬ
ず
ら
し
い
こ
と
で
す
。

幼
児
の
収
容
定
数
は
百
五
十
名
で
す
が
多
数

の
た
め
収
谷
し
き
れ
ず
、
た
い
へ
ん
ご
途

惑
を
か
け
て
お
り
a

ま
す
が
、
今
後
も
録

制
防
総
数
を
悩
哨
し
、
仲
間
夜
間
た
榔
燃
の
港
民

に
つ
と
め
、
総
祉
の
向
上
を
織
し

て
ま
い
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強書官一小のま韓祭校禽兜成
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員自ニニノトiこブール安建設しました。
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時
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大
き
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号
ま
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捻
期
障
問
地
帯
品
町
議
員
を
は
か
る
た
め
、
工
務
後
七
千
万
円
密

投
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t
、
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一
湾
総
綴
も
整
え
た
波
代
仙
切
な
峠
括
払
協
に
か
わ
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ま
し
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絞
官
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十
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援
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然
融
問
途
時
掛
を
器
時
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崎
市
鵠
問
ふ
ム
柿
崎
市
紘
一
関
談
穫
池
内
に
録
文
時
代
前
蜘
倒
的
…
集
落
が
そ
の
ま

ま
山
山
湖
刊
し
ま
し
た
。

仲
間
居
訟
が
約
三
十
一
戸
、
総
点
開
問
機
も
そ
の
媛
滋
に
鮎
航
海
し
て
い
ま
す
。

建議
制カーブミラーなどき誌

i最安念施設密室笠祭

題老人様後センタ… 鵬

繍身体不自慰!怠複数施設産量殺を驚工

お年害警のヘ、こいのま発令老人綴主主センターは、中

毒李総先に本年完成をめざして3こ療を急いて'います。

ニ的中には軍主体コド鹿児を望芝生するための設備も

そをえて福祉肉iニにつとめます。

機
天
平
山
れ
常
務
水
路
発
成

汚
水
処
縫
と
と
も
に
家
康
縫
水
か
ら
紡
ぐ
た
め
、
六
千
開
問
富
岡
万
m門

を
投
入
し
排
水
絡
を
紙
銭
。
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掛
拠
榔
棋
で
蹴
開
魚
釣
な
日
常
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
ハ
エ
や
蚊

な
ど
の
審
由
民
を
機
械
叫
し
金
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
は
、
表
的
と
お
り
舎
一
織
を

あ
げ
て
、
ハ
エ
や
絞
め
綴
脇
陣
と
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中
期
は
、
臨
脱
縫
跡
地
緩
め
拡
大
と

近
代
化
を
捻
滋
し
、
曲
職
業
後
営

の
安
定
を
図
る
た
め
、
醐
脱
時
識
を

暗
闘
む
方
に
、
資
金
を
繁
品
目
け
し
福

利
子
被
給
し
ま
す
“
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脳醐榔県議開問

中
市
内
的
蝉
融
業
協
凋
組
合
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R
A
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川
出
鞠
輸
品
議
機
械
糊
線
機
入
資
金

r
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十
万
m円

仙

W
畜
産
振
興
資
念
ス
務
官
H
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n

邸
施
設
国
議
事
A
A
車
二
務
万

川
刷
こ
め
は
か
素
直
試
が
終
に
議

と
総
め
る
資
金百
五
十
万
円

輔砲欝

&幽r; 議
軍創刊柑棋
士
開
発
と
滋
邸
周
拙
問
附
聞
と
に
お
い

て
定
め
た
利
郎

甲
掛
間
違
五
年
以
内
字
減
均
等
払
い

ま

す

軍
制
明
子
機
品
開

各
年
米
山
間
四
瑚
嚇
叫
ん
滅
的
認
パ

i

〈
脱
税
措
間
後
終
譲
)

中
小
金
築
資
金

ι

融
資
が
大
離
に
改
善

常
市
川
伸
、
中
小
企
業
を
経
営
き

れ
て
い
る
ガ
に
、
経
営
の
安
定

一
と
世
間
醐
刊
を
問
問
る
た
め
、
資
金
を

融
資
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
次
の
と
お
号
制
闘
交
出
向
後
を
改

轡
い
た
し
ま
し
た
.
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掛
端
叩
且
占
踊

川W
巡
都
私
邸
前
余

i
貸
付
金
額
去
十

一nm円
以
内
を
百
万
円
以
内
に

間
引
き
上
げ
。

同
W
緋
酷
僚
出
民
金
|
惜
肉
付
金
銭
苔
万

問
以
内
を
一
…
務
官
M
間
以
内
に

引
き
上
げ
。

悌
此
品
刊
紙
側
間
二
十
四
カ
月
末
殺

を
}

e

一
一
十
六
カ
月
土
木
満
に
延
長
.

紛
利
子
補
品
開

こ
の
資
金
制
問
資
金
受
け
た
方

に
は
、
幅
十
三
パ
!
セ
ン
ト
以

内
的
利
子
議
総
を
し
ま
す
。

た
だ
し
、
借
入
制
期
間
間
一
を
胤
耽
溺

し
た
制
期
総
に
係
る
利
子
に
つ

い
て
の
議
給
は
し
ま
せ
ん
‘

利
子
被
肱
略
的
交
付
申
請
な
ど

に
つ
い
て
は
、
蹴
軌
慎
開
櫨
揖
臨
刊
細
部
へ
。

(
定
)
八
二
|
…
一
五
一

出
内
線
ニ
八

家
腿
・
学
校
・
社
会
を
む
ず
ぶ

生
活
障
教
宵
撰

各
年
代
!
を
つ
な
ぎ
、
放
鋭
的

あ
り
方
を
考
え
あ
う
経
示
会
を

次
め
と
お
守
行
な
い
ま
す
6

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

智
凝
ω

一郡山内線

①
乳
幼
児
と
共
に
あ
る
生
活

②
小
学
生
め
い
る
常
事
媛

@
壮
年
を
ゑ
き
る

④
老
与
を
ゑ
き
る

③
家
昨
躍
と
録
済
致
活

疑
一
帯
碍
ほ
か
、

4
T
づ
〈
約
ソ

パ
ン
持
議
回
開
な
ど
も
行
者
い

ま
す
。

曹
剣
臨
時
五
月
十
ム
ハ
U

M

(

本
)

か
ら
十
九
口
M

{

門
口
〉
ま
で

午
前
十
時
時
か
ら
午
後
鶴
湾

V
会
場
松
一
…
問
中
期
制
開
会
館

V
入
場
料
一
尚
一
否
問

曲
創
世
知
券
段
、
…
絞
一
一
凶
悶
双

十
問
、
学
生
(
中
学
時
中
以
上
〉

二
一
お
照
明
、
す
。

小
時
十
銭
以
下
H
M
無
料
で
す
。

V
傘
鍬
紛
糾
F
骨
A
A
円
余

曹
後
揚
子
棋
無
数
数
噛
持
祭
賞
会

我
様
子
・
凱
知
一
ぞ
総
会
柵
巾
ヤ

鎌
ヶ
替
の
券
市
教
葬
祭
悶
刷
会

甲
賂
合
せ
友
の
会
我
孫
子
総

U

位
品
構
竜
子
(
八
一
一

i
訂以ハ

丸
一
ヰ
)

(
教
育
委
員
会
)

曲
品
世
画
な
本
を
皆
さ
ん
に
制
判
削
刑

し
て
ふ
た
だ
く
た
め
、
子
議
以

移
動
総
務
鈴
(
U
か

q
号
2
・
g

が
ぬ
判
河
知
子
に
ま
い

9
ま
す
。
然

科
で
す
の
で
ご
利
用
下
き
い
。

ステ町会'3ンt;

青山台

あらi与野

け
し
の
花
申
れ
て
酬
明
る
き
樹
博
町
駅

椋
繍
咲
く
や
畿
終
舟
が
泌
す
わ
だ
か
ま
り

議
流
れ
泰
山
凶
本
的
花
H
V

ら
く

パ
ラ
深
紅
母
と
娘
ひ

K
H解
け
合
え
ず

幾
絞
っ
て
心
た
の
し
〈
畿
に
ぬ
う

純
明
白
締
ま
さ
ナ
ス
旬
『
、

小
曲
掛
…
人
f

柚附戸

川
内
又
釦
刊
チ

/
I
L

小
川
醐
開
予

松

村

ゆ

き

寸

評

染

谷

築

地

龍

必
殺
蹴
れ
L

内
勾
、
品
官
官
の
毅
と
泰
山
水
内
総
的
-
光
が

笈
に
中
島
河
内
綴
を
開
明
る
く
が
ら
い
て
〈
れ
る
a

最
後
円
旬
、
幾
へ
と
、
掛
祉
を
つ
め
る
務
懇
な
る
心
.

四

v
滋
ゃ
北
小

学
校
制
制

立
百
年

式
典
協

賛
品
掛
か

ら
湖
北

小
学
柏
慌

の
鈴
骨
骨
充
実
貨
と
し
て
次
の
と

お
号
線
紛
念
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
品
品
向
に
そ
い
、
有

効
に
使
紛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
6

金
百
三
十
六
万
七
千
双
山
悶
五

十
五
開
門
滋

wv
家
必
期
間
事
株
式
会
社
か
ら
十

万
閉
門
隔
制
中
沼
の
岡
山
惑
が
響
機
器

れ
ま
し
た
@

山
市
央
公
民
柏
崎
町
京
北
文
療
に

お
寄
的
、
泌
総
的
み
な
さ
ん

に
統
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
e

言葉ヰ主張さ

附間
u
月
五
日
付
で
次
め
と
お
り

行
数
制
組
織
を
改
革
し
ま
し
た
a

o
線
市
絞
殺
公
社
・
土
拍
地
醐
開
発

公
社
線
維
抑
制
植
樹
帯
滋
井
真
己

O
士
本
課
長
ふ
み
削
間
縁
者

(問問
T

ム
家
油
関
山
時
総
〉

。
古
山
変
緩
き
ん
愛
媛
火
紺
削
機

縁組
税
機
改
革
問
理
由
聞
は
、
や
み
総

務
制
期
的
滋
刻
化
に
対
M

惜
し
、
公

共
燥
地
織
保
の
た
め
に
、
之
総

間
開
発
公
校
全
都
相
殺
し
て
、
従
来

的
都
市
総
数
公
枝
と
と
も
に
運

営
し
て
い
事
ま
す
。
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